
分野・研究コミュニティの慣習に
照らし合わせて公開が妥当である

開始

研究関係者に係る
公開不可能な事由はない 公開しない

コミュニティの自律性を妨げないことを念頭に置き
つつ、事務局や学会誌編集者といった関係者ととも
に公開可能な範囲や手法を検討する。

個人が特定できない形に加工
（法令やガイドラインに従う）

公開可否の検討
産官学連携本部 知的財産部門に相談
https://www.saci.kyoto-u.ac.jp/ip/

　確認するべき事項：

データの権利を誰が持つかの合意があるか
公開に際してデータに権利を持つ全員の合意を
得ているか
共同研究において機密契約などの事項はないか

倫理規定をクリアしているか確認する

前提：倫理規定は研究計画書の段階で確認済
研究計画書の時点から研究データに関する内容に変更があれば、
変更箇所が倫理規定を満たしているか確認する

国家安全保障に係るデータを含まないか
関連情報：経済産業省 安全保障貿易管理Webページ

公開可否の検討
研究推進部研究規範マネジメント室（安全保障輸出
管理担当）もしくは各部局担当者に相談
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/rule/export

2. 公開条件の検討へ

1. 研究データ公開可否の検討

出願中の産業財産権に係る、
または商業化が想定されるデータではないか

研究データ公開前チェックフロー
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公開可能なら次に進む

公開可能なら次に進む

公開可能なら次に進む

公開可能なら次に進む

個人が特定できる情報を含まないか
関連情報：個人情報保護委員会 ガイドラインなど

倫理規定をクリアしているか確認できれば次に進む
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2. 研究データ公開条件の検討

以下を確認し、公開にあたって条件があれば、それを満たすように設定する。
特になければ登録者自身で検討する
・共同研究者の合意や契約内容
・その他研究関係者の合意や契約内容
・京都大学研究データ管理・公開ポリシー
・京都大学の部局等における研究データ管理・公開に関する実施方針
・共同研究者機関の研究データポリシー
・出版社のポリシー
・外部資金の要綱　など

公開範囲の決定
　条件の例：
　・一般公開
　・研究者間に共有
　・査読者に共有

公開時期の決定　

即時
一定期間経過後（任意で設定可能）

（参考）

出版者からの推奨リポジトリ
データリポジトリの検索サイトre3dataで公
開機能を条件にして検討する

一般公開可ならKURENAIに登録可能

限定共有ならKURENAI以外を検討する

公開ライセンスの決定
『研究データの公開・利用条件指定ガイドライン』参照
　https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf_license_guideline.pdf

登録する粒度の決定
どの範囲のデータを一つの登録単位（1アイテム）とするか
再利用・引用に適した単位で。
（1アイテムに複数のファイルを登録可能）
（DOIは1アイテムごとに一つ付与可能）

その他（著者識別子やDOIを付与するかどうかなど）

メタデータフォーム入力へ

（参考）三上絢子. 出版社により公開が義務化されたデータの場合のワークフロー
　　　　（令和元年度国立情報学研究所実務研修 実務研修報告書 添付資料フローチャート）.
　　　　　https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/2020-04/2019-1_flowchart.pdf（アクセス2022.10.28）



  

